
メディアの最適化，Proky 化

Tiger FAN Workflow Engine
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スケールアウト•メタデータコントローラ

Tiger FAN Shared Cylinder

Tiger Storeメタデータコントローラは、Windows NTFS ファイルシステム
で初期化されたストレージの上位に Tiger Storeが管理する共有ストレージ
メタデータを配置することで、下位のNTFSファイルシステムを仮想化します。
共有ストレージに直接ストレージネットワークで接続されたコンピュータは
Tiger Store クライアントドライバーを介し、共有ストレージに対してブロッ
クレベルでアクセスすることができます。更に、イーサネットで接続された
コンピュータも Tiger Store クライアントドライバーを介し、共有ストレージ
に高速にアクセスすることができます。

Tiger StoreのユーザーGUI はクライアントコンピュータードライバーのダウ
ンロード、管理者用にストレージ、ユーザー、その他の管理を簡単に行うこと
ができます。
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Tiger FAN workflow engine

Tiger FAN (File Area Network) workflow enginは仮想化されたユニファイドス
トレージ基盤用ソフトウエアパッケージとして、既存、新設を含めたサーバー/ストレー
ジの環境でも適用可能な汎用性の高いソフトウエア です。　
Tiger FANは高速で，高い拡張性と管理が容易なストレージ環境を実現します。既設
のストレージ、サーバー環境でもシームレスに拡張することが可能です。
Tiger FAN workflow engineは4つのソフトウエアモジュールから構成されます。

 

個別のソフトウエアモジュールを単独で使用することも可能ですし、必要に応じてモジ
ュールを組み合わせることにより、システムのスケールアウト、スケールアップ、更に
スケールディープを実現します。
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特　長
Active Directory をサポート　
Tiger Storeが管理するメタデータはWindows NTFS ファイルシステムの
上に構築されます。その為、Active Directory が管理するACLセキュリティー
コントロールに高い親和性を持ちます。

共有ストレージへのブロックレベルアクセスとファイルレベルアクセス
Tiger Storeは共有ストレージに対し、ローカルディスク同様のブロックレベ
ルのアクセスを可能にします。ブロックレベルのアクセスは共有ストレージに
FC、iSCSI、SAS、Thunderbolt3 等のストレージインターフェースを経由しても，
1G/10G/40Gbit イーサネット経由（IP-SAN)しても可能です。更に、スタンダー
ドなSMB/NFS でファイルレベルでストレージを共有することも可能です。

自動のデフラグにより，常に最適なファイルアクセス性能
フラグメンテーションはファイルシステムのアクセス性能の大きな阻害要因にな
ります。Tiger Storeには自動で随時稼動するデフラグエンジンが組み込ま
れています。ストレージへのアクセスが無い時は常にデフラグを実行すること
ができ、アクセスが始まるとデフラグを自動的に停止します。その結果、常に
大容量データや、連番ファイルなどのデータに対するアクセスは最適化された
状態を保つことができます。

高度に最適化された高性能ビデオストリーム
通常、ストリーミングビデオをSMBやNFSなどのネットワークプロトコル
を介して流す場合、ストリームの欠落等、予期しない問題が発生する場合が
あります。Tiger Storeは先駆的高性能ビデオプレーバック機能により、 
SAN、IP-SAN、SMB、NFSネットワークを介して高性能なビデオストリーム
の転送性能を確認いただけます。

Winodws, Mac, Linux システム間でのスムーズなワークフロー
クロスプラットフォーム環境ではパーミッション等、ファイルアクセスに関する
あらゆる問題が発生します。Tiger Storeはこれらの問題を克服し、スムーズ
なワークフローを実現します。例えば、Windows PCでファイルを共有ストレー
ジに保存した場合、直ちに他のMacのFinderのディレクトリ にそのファイルが
出現します。

Tiger FAN コンフィグレーション
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（ストレージ容量拡張）

（サーバー拡張）

（レプリケーション＆アーカイブ）

（ストレージ、アクセス管理階層）

1Gb/10Gb/40Gb Ethernet

▼ Shared Volume Management
▼ Client Driver Download

▼ IO Performance Monitor

▼ Storage Management

▲ Client Management



複数ボリュームをプール化、無限にスケールアップ
複数のファイルシステムを初期化することなく
そのままにプール化，一つのストレージスペースへ

Tiger Bridgeは、Tiger Poolで構成された仮想ボリュームを含むローカル
ストレージを第一階層ストレージ、他のローカルストレージ、NAS、クラウドオブ
ジェクトストレージを第二階層ストレージとして階層化させ、一連の仮想ストレー
ジスペースを構成します。
第一階層ストレージに保存されたデータは、ユーザーが設定したポリシーによって
第二階層ストレージに複製（レプリケーション）されます。
また、 必要に応じ、複製済みのデータをスタブファイルと呼ぶ数バイトのデー
タに置換え、ローカルディスクから削除し、第一階層ストレージの空き容量を
拡張することが可能です。（スペースリクレーム）

Tiger Poolは急激に増大するデータ容量とコスト削減に対応することを可能と
するストレージのスケールアップソリューションです。
Tiger Poolは複数の稼動中のボリュームを簡単に一つの統合したストレージの
プールとして構成します。既存のストレージをプールのメンバーボリュームと
する際に、ファイルシステムを初期化する必要はありません。
更に、データを保存したままボリュームをプールから切り離すことも可能です。

All-Flash Array
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Tiger Bridge Tiering

Tiger FAN workflow engine

特　長

100%安全にデータを保持したまま，統合前の状態に復元可能　
Tiger Poolは、複数のボリューム(NTFS file system) を統合し、仮想プールボ
リュームを構成します。その結果、全ての保存データはロジカルに配置され、
一元のネームスペースでアクセスすることができます。
ネームスペースの合計容量は全てのボリュームサイズに相当します。プールを構
成するボリュームにそれぞれ最大容量の制限があっても、合計容量がデータを
保存することができる容量になります。

数ペタバイトまでの拡張
Tiger Poolは複数のボリュームを統合して、一つの大容量ストレージネームス
ペースを構成します。しかし、個々のボリュームのファイルシステムはそのま
まに、ロジカルにこれらのファイルシステムを統合します。この為、プールボ
リュームを構成する個々のWindsows NTFS ファイルシステムは 256TBの
上限容量を超えることができません。Tiger Pool はボリュームを統合するこ
とで数ペタバイトのストレージスペースをWindows、Mac クライアントに提供
します。

プールメンバーボリューム間での透過的データマイグレーション
Tiger Poolはプールを構成するメンバーボリューム間でのデータの移行は、通
常のディレクトリ内でのファイル、フォルダ移動と同様のオペレーションで行
うことが可能です。この機能は、Windows マシーン用の既設ストレージを新規
のものに切り換える作業を著しく簡単にし、データの移行期間を短縮します。
データの移動が完了すると既設のストレージをプールから外し、Tiger Store
の管理下から外すことで作業は完了します。

アクセス経路の負荷バランス
Tiger Poolは複数のボリュームを統合し、仮想化大容量ストレージスペースを
ローカルボリュームとして、または、SMB/NFS 共有ボリュームとしてクライア
ントアクセスを可能にします。複数の物理ストレージを仮想的に統合すること
で、ストレージインターフェースの総帯域がコントローラのポート数に応じて増
大します。ストレージスペースへのアクセスはあくまで一元的なディレクトリ
ですが，ストレージスペースを構成するメンバーボリュームに存在するフォルダ
へのアクセス性能はそのボリュームの性能をそのまま引き継ぎますので、複数
ユーザーからの同時アクセスに対し、高い対応力を発揮します。

シンプルなフォルダ/ファイル分散配置ポリシー

Tiger Poolはフォルダ、ファイルが新たに作成される場合，通常は最も空き
スペースが大きいメンバーボリュームにそのフォルダ/ファイルを配置します。
また，これらの新規作成されたフォルダ /ファイルを最もアイテムが少ないメ
ンバーボリュームに配置することも可能です。

✚

Poolボリューム

時間経過でデータを第一階層ストレージ
から第二階層ストレージに

レプリケーションとティアリング（階層化）

高性能、小容量で高価なSSD Flash Arrayと、比較的安価
で大容量のHDD搭載RAID装置をTiger Bridgeにより階
層化(Tier)することにより、AFAストレージの有効利用が
可能になります。
一定期間アクセスの無いデータは次のアクセスまで自動的
にHDD RAID装置に移動し、AFAボリュームの空き容量を
確保することが可能です。

Replication

特　長

Tiger Store/Pool ボリューム、又は、NTFSボリュームを拡張
Tiger BridgeはNTFSファイルシステムをサポートしますのでWindows 
サーバーにインストールすれば，ファイルシステムを初期化することなく，
他のストレージとの階層化構成によりローカルストレージを拡張することが
できます。
Tiger Bridgeの階層化構成では，Tiger Storage, Tiger Pool, および，ロー
カルのNTFSボリュームを第一階層ストレージとします。また、別のローカ
ルディスク、NASストレージ、または、Cloud オブジェクトストレージを第
二階層ストレージとします。この二階層のストレージは一元のネームスペー
スとして構成され，設定されたポリシーに基づき第一階層ボリューム上のデー
タは自動的に第二階層にリプリケートされます。

AD/DCをサポート

フォレスト /ドメイン内のActive Directory に Tiger Bridgeを組み込むこ
とは簡単です。Tiger BridgeはNTFSをサポートファイルシステムにして
います。結果，ファイルシステムに設定されたACLは透過的に Tiger Bridge
が管理するストレージにも適用されます。

Tiger Bridgeはポリシーにより、指定されたデータが一定
期間アクセスが無い場合、そのデータをNASやクラウドスト
レージに複製します。

Tiger Bridgeはデータが第二階層ストレージに複製され
た場合、そのデータの元の位置を指すスタブファイルを代わ
りに置く設定が可能です。スタブファイルは第一階層ストレー
ジのディレクトリでは元のデータとして表示されます。そのデ
ータが再度アクセスされる場合、第二階層から直ちに呼び出
され、アクセスが可能になります。
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NASCloud



Storage Admission Tier（SAT）

P-A P-A P-B P-B

同期同期

階層化のストレージとして多様な選択が可能

Connect

Tiger Bridge Connectは高性能、安全、且つ、柔軟なソフトウエアコネ
クタです。エンタープライズ内のオンプレミスWindows サーバーにインス
トールし、ローカルストレージを第一階層のストレージとし、第二階層のス
トレージをクラウドオブジェクトストレージに指定することで，二つのスト
レージを透過的に一体化されたストレージスペースにすることができます。
クラウドストレージはオンプレミスサーバーのデータレプリケーション先、
または、ストレージのオーバーフロー領域として設定できる他，地球規模で
複数のオンプレミスサーバー間のデータ共有を可能にします。
クラウドストレージとして以下のクラウドサービス内のオブジェクトスト
レージを Tiger Bridge Connectの第二階層のストレージとして Tier を構
成することができます。
 - Amazon AWS S3ストレージ
 - Microsoft Azure Blob ストレージ
 - IBM Cloud OpenStack Service (COS)  

クラウド環境への安全なデータマイグレーション

Geo Replication & Migration to the Cloud

Disaster & Recovery

Workspace A Workspace B
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Tiger SpacesはStorage Admission Tier と呼ばれる大容量共有ストレー
ジスペースと各ユーザーアプリケーションの間に位置します。ストレージ内の
プロジェクトフォルダーをWorkspaceとして仮想化し、データの最適化、
ユーザー /グループへのアクセス認可を行います。
Tiger Spacesでプロジェクトに対応したWorkspaceを作成し管理するこ
とで、アプリケーション階層と共有ストレージ階層を切り離し、ユーザーによ
る不慮の操作ミスや、セキュリティー上の問題を解決します。　　　　　　　

Workspace へアクセス認可のあるアカウント、および，読み書き権限の設定
を行います。

プロジェクト内のメディアを最適化、Proxy データを作成します。Webを介
して，プロジェクト内のメディアを観ることができます。

Tiger Spacesには , 更に高度なメディアアセットマネージメントが可能な
ICM-MAMサーバーと連携することが可能です。カタログ，検索，クリップ
作成，ラフカットリストをAvid Media Composer, Adobe Premiere や
Apple Final Cut Pro にインポートが可能です。

WorkSpace には任意の容量を割り当てることが可能です。たとえ下位のボ
リューム容量を越えても割り当てることが可能です。

Tiger Bridge Connectによってローカルディ
スクのデータはクラウドストレージにレプリケー
トされます。万一、災害が発生した場合でも、サー
バーとストレージを用意し、Tiger Bridgeをイ
ンストールすれば、データはクラウドストレージ
から復元され、処理を再開することが可能です。

Push

Tiger Bridge がインストール
されたファイルサーバーが地球
規模のリモートサイトに配置さ
れている場合、Tiger Bridge 
Connectはそれぞれのファイ
ルサーバーのメタデータを同期
させます。
一箇所のファイルサーバーで
ファイルの作成、更新が行われ
た場合、データはクラウドに複

製され、同時に他のファイルサーバーに数バイトのスタブファイルが送信さ
れることにより、各ファイルサーバー間の同期が可能になります。

Tiger Bridge Connectはオ
ンプレミスベースのコンピュー
ティング環境をクラウドに移行
する際も途切れの無い移行を可
能にします。
 

Tiger Bridge Connectは、他のクラウドゲートウェイ
のブロック転送と異なり、ファイルベースでデータをク
ラウドに複製します。クラウド上のコンピューティング
環境にスタブファイルを転送すると、オンプレミスのス
トレージイメージと、クラウド内に設定したコンピュー
ティング環境でのストレージイメージを同期することが
でき、データの移行を簡単に、また、短時間で完了する
ことができます。
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